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熊野尾鷲道路

新宮紀宝道路 延長2.4km H25年度事業化 R6.12.7開通予定

すさみ串本道路
延長19.2km
H26年度 事業化
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日置川ＩＣ
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すさみ南ＩＣ

（串本ＩＣ）

那智勝浦ＩＣ
新宮南ＩＣ

新宮北ＩＣ
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※未開通区間のインターチェンジ名称は変更になる可能性があります。

（和深IC）
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近畿自動車道紀勢線 全長約335km

有田ＩＣ

開通済み

事業中

調査中

※（ ）は仮称

勢和多気JCT

H21.2 開通 延長10.4km
R2年度 4車線化事業箇所

H18.3 開通 延長13.4km
（NEXCO管理区間）
R3年度 4車線化事業箇所

H25.3 開通 延長10.3km

H11年度 事業化
H26.3 全線開通 延長21.2km
※ 尾鷲北IC～海山IC

H24.3開通 延長6.1km

H8年度 事業化
H25.9 全線開通 延長18.6km
※ 尾鷲南IC～三木里IC

H20.4開通 延長5.0km

東紀州地域

美原ＪＣＴ

美原南ＩＣ
堺ＪＣＴ

堺ＩＣ

岸和田和泉ＩＣ

貝塚ＩＣ

泉佐野ＪＣＴ

泉南ＩＣ

阪南ＩＣ

和歌山北ＩＣ

H18年度 事業化 H27.9東牟婁郡那智勝浦町市屋～那智勝浦IC開通 延長6.3km

近畿自動車道紀勢線 延長14km

南紀田辺IC～南紀白浜IC 

H17年度 事業化 H27.7開通

紀宝熊野道路 延長 15.6km
設計協議、用地買収

串本太地道路 延長18.4km
H30年度 事業化

（太地ＩＣ）

近畿自動車道紀勢線 全体路線図

（御浜ＩＣ）

（新宮ＩＣ）
（新宮中央ＩＣ） 新宮道路 延長4.8km H31年度事業化

R3.12.18開通
4車線化事業箇所
御坊IC～印南IC

R3.12.18開通
4車線化事業箇所
有田IC～御坊IC

R3年度
4車線化事業箇所
みなべIC～南紀田辺IC

R2年度
4車線化事業箇所
印南IC～みなべIC

那
智
勝
浦

新
宮
道
路

H4年度 事業化 H20.3那智勝浦IC～新宮市三輪崎開通 延長8.9km

紀宝鵜殿ＩＣ

（熊野ＩＣ）

熊野大泊ＩＣ
熊野新鹿ＩＣ

賀田ＩＣ

三木里ＩＣ

（古座川ＩＣ）

和歌山南
スマートIC

和歌山JCT

美原北ＩＣ
松原ＩＣ

熊野道路 延長6.7km R3年度トンネル工事着手

近畿自動車道紀勢線 延長24km

南紀白浜IC～すさみ南IC 

H15年度 事業化 H27.8開通

H24年度 事業化 R3.8 全線開通 延長5.4km

熊
野
尾
鷲
道
路(

期)

Ⅱ

尾鷲北ＩＣ

尾鷲南ＩＣ
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関係機関協議、環境・水文調査、用地買収、移転補償、改良工、トンネル工

国道４２号熊野道路 事業進捗状況

至 尾鷲
至 新宮

熊野IC
（仮称）

くまの

熊野大泊IC
くまのおおどまり

熊野道路 延長6.7km 事業主体：国土交通省
くまの

熊野尾鷲道路

熊野市

三重県

終 起

御浜町

全体用地進捗率 ： 100％

【用地進捗率：令和6年3月末現在】

至 上富田 至 尾鷲

東紀州 （紀南）広域防災拠点
ひがしきしゅう きなん

三
重
県
熊
野
市
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町
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ょ
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三
重
県
熊
野
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久
生
屋
町

くまの おわせ

T’21=2,758台/日
（K=0.40）

T’21=8,478台/日
（K=0.66）

静岡県

岐阜県

奈良県

滋賀県 愛知県

三重県

熊野道路

紀宝熊野道路
き ほ う く ま の

久生屋高架橋（未着手）
橋長178ｍ

熊野宮川橋（下部工施工中）
橋長331ｍ

熊野第1トンネル（施工中）
延長866ｍ

西郷川橋（未着手）
橋長31ｍ

熊野第2トンネル（施工中）
延長1,307ｍ

熊野第3トンネル（未着手）
延長1,181ｍ

熊野第4トンネル（未着手）
延長615ｍ

井戸川高架橋（下部工施工中）
橋長501ｍ

産田川橋（未着手）
橋長46ｍ

うぶたがわ

いどがわ

にしごがわ

くしや

くまの くまの

くまの

くまの

くまのみやがわ

：写真撮影箇所

凡 例

開通済

事業中

未着手施工中完成・
貫通全体数

3216橋梁
下部(橋)

6006橋梁
上部(橋)

22完成:０
貫通:０4トンネル

(本)

R3年度工事契約

み

え

く
ま

の

く

し

や

ち
ょ
う

大泊地区(熊野大泊ＩＣ)

至 新宮

至 松阪

第1トンネル

Ｒ６.６.５撮影

R4年度工事契約

Ｒ４補正投入箇所
井戸地区改良工事
井戸地区橋梁下部工事

T’21=13,818台/日
（K=0.89）

T’21=12,143台/日
（K=0.88）

津波浸水想定区域
（三重県：津波浸水予測図（平成25年版）より）

熊野宮川橋
ランプ橋（下部工完成）
橋長188ｍ

くまのみやがわ

Ｒ５補正投入箇所
有馬地区改良工事
久生屋有馬地区改良工事
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（仮称）熊野ＩＣ

至 新宮

至 尾鷲

有馬地区

Ｒ６.１０.９撮影

国道４２号熊野道路
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熊野灘



国道４２号熊野道路
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至 尾鷲

至 新宮

地質分布図



（仮称）熊野ＩＣ

至 新宮

至 尾鷲

国道４２号熊野道路

7

本線地質縦断図



（仮称）熊野ＩＣ

国道４２号熊野道路
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本線検討断面



LEVEL-3LEVEL-2LEVEL-1LEVEL-0
将来３～５年で一般化現在過去

２次元図面 ２次元図面

３次元モデル

２次元図面

３次元モデル ３次元モデル
連動

・形状の可視化

・２次元図面をもとに３
次元モデルを作成

・連動していない

横断構造物

・ICT施工や３次元計測技術
を用いた出来形管理で
活用する部分（土工等）
の３次元モデルを作成し、
連続性などを確認

・３次元モデル（土工）と
２次元図面を発注図書
として活用

・全て３次元
・コンクリート構造物は

オブジェクトライブラリを
整備して半自動設計

ライブラ
リ

内 容

効 果

成果物

時間軸

・２次元での設計、工事
発注

・自動設計

・まずは、 ３次元図面と２次元モデルの主要部分が同一の内容であることを目指す。

・形状の可視化
・設計精度の向上
・監督検査での活用

３次元モデルと２次元図面の連動イメージ（土構造物）
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• ３次元土工モデル作成（熊野ＩＣ付近の盛土工事）

• 施工済み盛土（現在施工中）の３次元計測データを取得し、
3D-ＣＡＤで差し引きし、残盛土量を算出

• 算出した数量を工事発注に使用
• ３次元から横断図を切り出し、発注図に使用
• ICT施工への活用検討

• 発注者の効果、課題の整理

発注用
積算数量算出
（盛土量）

発注用横断図
作成
３次元から２次元を切り出
す

盛土施工済箇所の３次元設計データ
or３次元計測データとの差し引き

施工済

Ｒ７年度以降発注工事

３次元土工モデル作成

発注数量

試行範囲

データ連携のオートメーション

ーBIM/CIM積算に伴う土量算出ー



凡例
：Ｒ６施工済み※（R6.11時点施工中含む）

：Ｒ７年度以降施工
：Ｒ７年度以降施工（圧密促進に伴う余盛り）

使用ソフト：Autodesk Navisworks(オートデスクナビス
ワークス)、Autodesk Civil 3D(オートデスクシビル3D)

データ連携のオートメーション化

ーBIM/CIM積算に伴う土量算出ー

至 新宮

至 尾鷲

（仮称）熊野ＩＣ

令和７年度以降発注
工事にデータ活用
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①２Ｄ発注図の作成について
3Dから2D図面を自動で作成しても、発注図を
作成するにあたり、2次元の図面を人力で手を
加える(寸法線の旗揚げや排水構造物、舗装構
成の記載など)必要があり、現状では契約図面
とするための自動化は難しい。

②ＢＩＭ/ＣＩＭモデルの作成について
熊野ＩＣのような複雑な土工部のBIM/CIMモデル
作成は困難であり、自動でモデリングできる
範囲が少ないため手動で手間を掛けて作成し
いるという実態がある。
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３次元設計データ作成に伴う課題等



施工管理のオートメーション（１／２）
ー監督検査のデジタル化・リモート化（teamsを活用した切羽判定委員会）ー

○これまでのトンネル掘削における切羽判定では監督職員や事務所職員において直接
目視にて実施。

○トンネル施工現場が遠方（熊野市内、御浜町内）となるため今後は遠隔臨場
（teams活用）を取り入れることにより、移動時間の短縮や安全に事務所職員（特

に若手）が参加しやすくなり、多くの目で判定することが可能となり、若手のス
キルアップにもつながる。

【従来】 【今回】

監督職員、事務所職員、技術員による切羽判定の状況

「職員による切羽確認状況」

（切羽の前で職員が確認
している写真）

「現場事務所にて結果集約状
況」

（現場事務所で結果をと
りまとめている写真）

「事務所および暫定ＤＸ
ルームでの切羽確認状況」

「詰め所、現場事務所での切羽
確認状況」

「現場での切羽確認状況」

暫定ＤＸルーム（熊野維持出張所）、事務所、
現場事務所、詰め所による切羽判定の状況

熊野第１トンネル（仮称）にて
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施工管理のオートメーション（２／２）
ー監督検査のデジタル化・リモート化（teamsを活用した切羽判定委員会）ー

【ネットワークイメージ】
紀勢国道事務所・
暫定ＤＸルーム

現場事務所
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○ BIM/CIMモデル・３次元点群データを活用することで現況道路や現況構造物との離隔などが
把握しやすく、施工手順・施工方法の検討が早い段階でできる。

○ 発注者・元請業者・下請業者に関わらず、現状、問題点などを視覚的にイメージできる。

現場施工の効率化 BIM/CIMﾓﾃﾞﾙ・3次元点群ﾃﾞｰﾀ活用＜熊野宮川ランプ橋＞
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